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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時 30 分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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◉市の人口・世帯数 11月30日現在（カッコ内は前月比）
人口 男 女 世帯数

107,337(-64) 50,867(-26) 56,470(-38) 47,393(-1)
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市長

島田智明

阪和学園理事長杯サッカー大会で（18ページに関連記事）

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
二
年
目

を
迎
え
、日
ご
ろ
よ
り
多
く
の
方
々

か
ら
ご
支
援
、ご
協
力
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
間
の
出
来
事

を
改
め
て
振
り
返
り
ま
す
と
、
旧

南
花
台
西
小
学
校
跡
地
を
活
用
し

た
錦
秀
会
看
護
専
門
学
校
の
開
校

に
始
ま
り
、「
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の

郷
」
の
道
の
駅
登
録
、
観
心
寺
恩

賜
講
堂
の
重
要
文
化
財
指
定
、
金

剛
寺
本
尊
の
国
宝
指
定
な
ど
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
で
、

い
く
つ
も
の
取
り
組
み
が
実
を
結

ん
だ
年
で
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
直

接
、
対
話
す
る
機
会
が
必
要
と
考

え
、
市
内
13
の
小
学
校
区
ご
と
に

「
お
し
ゃ
べ
り
集
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

は
有
意
義
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を

頂
戴
し
、
市
政
運
営
に
大
変
役
立

ち
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
10
月
の
台
風
第
21
号

お
よ
び
第
22
号
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
よ
り
資
源

を
活
か
し
て
工
夫
を
重
ね
、
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現

に
向
け
て
、「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

フ
」「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

「
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」の
３

つ
を
柱
に
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
新
年
の
は
じ
め

に
あ
た
り
、
今
年
の
主
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
）

　
本
市
に
お
け
る
昨
年
１
年
間

の
犯
罪
発
生
率
（
人
口
10
万
人

あ
た
り
の
刑
法
犯
認
知
件
数
）

は
、
府
内
33
市
で
最
も
低
い
結

果
と
な
る
見
込
み
で
す
。「
府

内
一
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

と
い
う
魅
力
を
今
後
も
維
持
し

て
い
く
た
め
、
地
域
の
見
守
り

活
動
へ
の
支
援
や
、
警
察
な
ど

と
の
連
携
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
も

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
災
害
に
備
え

た
体
制
の
充
実
や
防
災
意
識
の

啓
発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

加
え
て
、
他
自
治
体
や
事
業
者

な
ど
多
種
多
様
な
相
互
連
携
関

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち

（
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
）

　

今
年
度
、
総
務
省
が
実
施
す

る
業
務
改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
採
択
を
受
け
、
庁
内
の
す
べ

て
の
事
務
を
対
象
と
し
た
業
務
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
事
務
の
流
れ
や
人
員
配
置
の

見
直
し
、ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ（
外

部
委
託
）化
の
検
討
な
ど
を
進
め
、

よ
り
効
率
的
・
経
済
的
な
行
財
政

運
営
を
実
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

窓
口
で
の
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図

る
ほ
か
、
総
合
窓
口
の
設
置
な
ど

を
検
討
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
歳
入
確
保
の
方
策

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

最
大
限
活
用
し
、
返
礼
品
の
充
実

と
発
信
力
の
強
化
を
図
り
、
寄
附

額
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
市
民
の
み
な

さ
ん
が
健
や
か
に
、
明
る
い
一
年

を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う

祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

係
を
築
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
世
代
が
快
適
で
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
南
花

台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
事
業
の

取
り
組
み
を
拡
充
し
、
周
辺
地
域

と
の
交
流
・
連
携
を
図
り
ま
す
。

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

（
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

　

昨
年
は
、「
楠く

す

木の
き

正ま
さ

成し
げ

・
正ま

さ

行つ
ら

ゆ
か
り
の
地
」
と
し
て
日
本
遺
産

認
定
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
認
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
今
年
は
、
市
内
に

あ
る
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
多
く

が
中
世
の
歴
史
遺
産
で
あ
る
こ
と

に
着
目
し
、
観
心
寺
と
金
剛
寺
を

軸
に
「
中
世
に
栄
え
た
ま
ち
」
と

し
て
日
本
遺
産
認
定
に
挑
み
、
観

光
振
興
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

ま
た
、「
楠な

ん

公こ
う

さ
ん
」
大
河
ド

ラ
マ
の
誘
致
に
向
け
て
、
市
民
と

の
協
働
組
織
を
立
ち
上
げ
、
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
つ
な
げ
る

基
盤
と
し
て
、
大
阪
南
部
高
速
道

路（
大
南
高
）や
、
堺
ア
ク
セ
ス
道

路
の
実
現
に
も
一
歩
ず
つ
近
づ
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

スマ
ー
ト
シ
テ
ィ

実
現
の年
へ

年頭のご挨拶
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地
域
の
み
な
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
一
緒

に
、
放
課
後
な
ど
に
小
学
生
の
た
め
の
体
験
・
学
習

教
室
を
実
施
す
る
ほ
か
、
青
少
年
育
成
団
体
と
協
働

で
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
や
、
青
少
年
音
楽
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
文
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
総
ぐ
る
み
で
学
び
の
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�
地
域
教
育
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

　
河
内
長
野
市
に
は
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
は
じ
め
、

多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
市
内
の
寺

社
や
市
民
の
方
々
が
守
り
受
け
継
い
で
き
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
歴
史
や
文
化
遺
産
を
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
、
小
中
学
校
で
の
郷
土
歴
史
学
習
や

こ
ど
も
文
化
財
解
説
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た「
文

化
財
の
ま
ち
」
と
し
て
の
、
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
歴
史
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
、
ぐ
る
っ
と
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
や
講
座
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
図

書
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

　
日
本
語
の
不
得
手
な
外
国
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

楽
し
く
日
本
語
を
教
え
る
日
本
語
サ
ロ
ン
や
、
防
災

訓
練
で
災
害
時
の
対
応
を
外
国
人
と
一
緒
に
勉
強
す

る
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
籍
に
関
わ

ら
ず
人
々
が
交
流
す
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
の

た
め
、
河
内
長
野
市
国
際
交
流
協
会
と
共
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
司
書
が
図
書
を
通
じ
て
調
べ
も
の
の
お
手
伝
い
を

し
、
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
お
は
な
し
会
や
調
べ
学

習
支
援
、
古
文
書
や
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
講
座
な
ど

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
高
齢
者
や
視
覚

な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
も
読
書
を
楽
し
め
る
大

活
字
本
や
点
字
・
録
音
図
書
を
所
蔵
し
、
対
面
朗
読

や
郵
送
貸
出
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

はじめよう！学びの　一歩で広がる未来

文
化
財
の
保
護
・
活
用

図
書
館
の
充
実

多
文
化
共
生
・
国
際
交
流
等
の
推
進

青
少
年
の
健
全
育
成

　
市
で
は
、
ま
ち
を
支
え
る
市
民
の
み
な
さ

ん
の
自
発
的
な
生
涯
学
習
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
今
月
の
焦
点
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
た
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
及
び
国

際
交
流
等
推
進
基
金
」
の
使
い
道
の
拡
大
と

あ
わ
せ
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
世
代
を
超
え

て
学
び
あ
い
、
他
者
と
つ
な
が
り
、
家
庭
や

地
域
で
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の
様
々
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
目
指
し
た
駅
伝

大
会
や
写
生
大
会
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
夏
休
み
子
ど

も
体
験
教
室
、
ど
の
年
代
で
も
「
学
び
」
を
楽
し
め

る
く
ろ
ま
ろ
塾
や
公
民
館
講
座
の
ほ
か
、
市
外
か
ら

の
参
加
者
が
集
ま
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
い
き
い
き
と
心
豊

か
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

奥河内子ども写生大会 ラブリーホールミュージカル日本語サロン司書による貸し出しサポート図書館歴史講座

重要文化財　観心寺恩賜講堂

こども文化財解説（金剛寺）放課後子ども教室青少年音楽フェスティバル 学びの森　キャンプファイヤー

国宝　天野山金剛寺三尊像

小学生駅伝大会
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　平成 28 年度から平成 29 年度（10 月末現在）は長寿ふれあい基
金を活用し、一般書 103 冊、大活字本 153 冊、高齢者向け紙芝居・
大型絵本 101 冊、デイジー図書８点、録音図書（CD）７タイトル
を購入しました。これを機に図書館 1階「点字・録音図書コーナー」
を「いきいき健康（点字・録音図書）コーナー」にリニューアルし、
音声で読書を楽しむ録音図書など様々な形態の資料を充実させまし
た。個人や高齢者福祉施設など団体への貸出を行い、多くの人たち
にご利用いただいています。また今年度は血圧計も購入し、図書館
および自動車文庫に設置しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 �図書館（☎ 52-6933）

　
文
化
と
は「
人
々
の
精
神
活
動
」

が
形
と
な
っ
た
も
の
。
ふ
る
さ
と

の
“
心
の
結
晶
”
と
も
い
え
ま
す
。

遠
い
過
去
か
ら
、
実
に
多
く
の

人
々
が
こ
の
地
の
輝
き
に
魅
せ
ら

れ
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
を
身
近
に
展

望
で
き
る
地
に
あ
り
な
が
ら
、
四

季
を
彩
る
豊
か
な
自
然
と
千せ

ん

紫し

の

彩
り
を
放
つ
文
化
遺
産
に
包
ま
れ
、

人
々
の
心
が
つ
な
が
り
、
長
い
年

月
を
か
け
て
互
い
の
多
様
性
が
融

合
さ
れ
た
土
壌
。
そ
れ
が
、
私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
河
内
長
野
で
す
。

　
本
市
の
教
育
の
最
大
の
強
み
は
、

こ
う
し
た
質
の
高
い
文
化
土
壌
で

す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

も
、
こ
の
地
域
の
優
し
さ
が
集
約

さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
育
ち

を
高
め
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
社

会
の
最
大
の
学
び
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
な
ど
、
生
活

の
質
を
高
め
る
“
学
び
の
双
翼
”

を
私
た
ち
の
手
で
故
郷
い
っ
ぱ
い

に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

河
内
長
野
の
誇
り
は
文
化
度
の
高
さ
で
す

こんなコトに使いました～基金活用実績～

今後、まちの活力を維持・充実していくには、
学習経験を地域社会に活かす市民のみなさんの「力」が欠かせません。

そこで市では、地域を「学ぶ場所」に、社会や地域の課題を解決する契機となるよう、
様々な学習機会を提供していきたいと考えています。
豊かな学びの場のもとに生涯にわたって学び続け、

すべての市民が幸せに生きる地域をつくるため、今後も取り組みます。

　烏帽子形山は、自然豊かな烏帽子形公園として多くの人に親しま
れています。この山に室町時代から戦国時代にかけて合戦の舞台と
なった烏帽子形城という山城がありました。山中には現在も迫力あ
る空堀や土塁といった遺構がよく残っており、山城としての往時の
姿をうかがうことができます。
　平成 27 年度から 29 年度にかけて烏帽子形城跡の歴史などを紹
介した案内板や道標の設置、遊歩道の整備などを行い、訪れる人々
が緑の中を散策しながら、山城の歴史にふれることができるように
史跡烏帽子形城跡の整備をしています。
　今後も、市では河内長野の豊かな歴史や文化を守り伝え、広めて
いく取り組みを行っていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　    �ふるさと文化財課

国指定史跡　烏帽子形城跡整備工事

図書などの購入

河内長野市国際交流協会（KIFA）設立25周年記念事業

寄附のお願い
　
６
月
30
日
付
け
で
、
生
涯
学
習
施

策
に
関
す
る
「
河
内
長
野
市
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」

の
使
い
道
が
次
の
と
お
り
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
基
金
を
活
用
す
る
事
業
は
、

そ
の
ど
れ
も
が
河
内
長
野
市
を
、
そ

し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
を
幸
せ
に
す

る
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。
わ
が
ま

ち
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

寄
附
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
文
化
財
の
保
護
・
活
用

●
青
少
年
の
健
全
育
成

●
多
文
化
共
生
・
国
際
交
流
の
推
進

●
図
書
館
の
充
実

※
市
民
か
ら
の
寄
附
に
は
、
謝
礼
品

は
お
送
り
し
ま
せ
ん
（
税
額
控
除
は

受
け
ら
れ
ま
す
）。

　
他
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
、

お
知
り
合
い
の
方
に
も
お
声
が
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

�
政
策
企
画
課

市ホームページ
（ふるさと応援寄附金）ＱＲコード

　1992 年の設立以来、同協会は市民の国際意識の高揚、外国にルーツ
を持つ人々との相互理解と友好、国際親善、国際協力に取り組むことに
より、だれもが安心して暮らせるまちを目指し、活動してきました。今
後も、国籍・民族・文化などの枠を超え、互いを認め活かし合いながら、
共に地域を支え、豊かで活力ある多文化共生のまちづくりをするための
取り組みを行っていきます。
　25 周年にあたり、これまで協会の活動にご協力いただいた方々へのお
礼、および今後の河内長野市のさらなる国際化の推進のため、記念式典
を開催します。西代神楽やペルー音楽、フィリピンダンスでお迎えします。
■記念式典の開催案内
とき　1月 21日㈰午前 10 時～午後０時 30 分
ところ　キックス
定員　280 名（先着順）
申し込み　1月 9 日から電話・メール（office@kifa-web.jp）で同協会へ
　　　　　　　　　　 �国際交流協会（キックス内、☎ 54-0002）

▲豊かな文化土壌を誇
りに思う子どもたちが増
えています。河内長野
ロータリークラブ主催の
第 8 回ふるさと作文コ
ンクール表彰式が、今
年度重要文化財に指定
された観心寺恩賜講堂
で行われました。

河
内
長
野
市
教
育
委
員
会
教
育
長
　
和
田
　
栄
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■
ご
み
・
し
尿

　
も
え
る
ご
み
、
資
源
ご
み
、
も
え

な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
収
集
と
定

期
・
臨
時
の
し
尿
く
み
取
り
は
１
月

４
日
㈭
か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

■
水
道

　
修
繕
受
け
付
け
は
無
休
。
給
水
装

置
の
修
繕
受
け
付
け
は
水
道
料
金
セ

ン
タ
ー
（
☎
53
・
６
６
２
１
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

�
水
道
課

■
主
な
公
共
施
設

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は

各
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

市政と関連情報 モックル生活ガイドその他

施設名 年始業務開始日

・市営斎場 ３日㈬

・市民交流センター キックス
・図書館
・ラブリーホール
・公民館
・ふるさと歴史学習館
・滝畑ふるさと 文化財の森センター
・市民総合体育館
・岩湧の森 四季彩館
・林業総合センター 木

きん

根
こん

館
かん

・みのでホール
・市民公益活動支援センター
・三日市市民ホール
・ノバティホール
・消費生活センター
・子ども・子育て総合センター 
　あいっく
・子育て支援センター ちよだだい
・保育所
・東部・中部・西部地域包括支援センター
・保健センター
・健康支援センター
　ウェルネスフォレスト三日市
・衛生処理場
・資源選別作業所
・原町放置自転車等保管所

４日㈭

・市立テニスコート
・市立グラウンド
・寺ケ池公園野球場
・武道館
・下里人工芝球技場

無休
（施設利用の窓口申
請は、4 日㈭から
市民総合体育館へ）

・障がい者福祉センター あかみね
・あやたホール
・くすのかホール
・福祉センター錦渓苑

５日㈮

・奥河内くろまろの郷 ６日㈯

　

広
報
12
月
号
の
表
紙
の
掛
け
軸

の
中
に「
翔
」と
い
う
文
字
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年

の
私
の
抱
負
で
あ
り
ま
す
「
飛
翔
」

の
二
文
字
目
で
す
。

　

ま
ち
の
活
性
と
い
う
点
で
は
、

現
在
、「
北
高
南
低
」
の
状
況
に

あ
る
大
阪
府
。「
南
低
」
か
ら
「
南

高
」
を
目
指
し
、「
飛
翔
」
し
た

い
。
そ
の
思
い
の
も
と
、
ま
ず
は
、

「
楠な

ん

公こ
う

」
さ
ん
で
「
南な

ん

高こ
う

」
を
目

指
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
今
年
、
ま
ち
の
活

性
化
を
目
的
に
、「
楠
公
さ
ん
」

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
に
向
け
て
、
本

格
的
に
動
き
始
め
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

河内長野市長　島田智明

　市役所本庁は１月４日㈭から平常ど
おり業務を行います。なお、出生・死亡・
婚姻など戸籍の届け出は当直員室で随
時受け付けます。その他の主な市の業
務は次のとおりです。

年始の業務案内
～市役所は１月４日から～

は
、
土
砂
崩
れ
や
田
畑
へ
の
土
砂

の
流
入
、
道
路
の
陥
没
な
ど
様
々

で
し
た
が
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
市

が
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
民

地
へ
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
、

家
族
や
地
域
で
の
支
え
合
い
で
は

復
旧
が
難
し
い
家
屋
や
敷
地
内
へ

流
入
し
た
土
砂
の
撤
去
、
被
災
財

の
運
び
出
し
、
清
掃
な
ど
を
行
い
、

被
災
さ
れ
た
方
が
少
し
で
も
早
く

普
段
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
お

気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
の
福

■
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
開
始

　
「
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
の
放
送
が
聞
き
取
り
に
く

い
」「
も
う
一
度
内
容
を
確
認
し
た

い
」
こ
の
よ
う
な
時
に
、
放
送
内

容
を
電
話
（
☎
26
・
７
６
４
０
）

で
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。

■
避
難
所
用
ス
ピ
ー
カ
ー
ラ
ジ
オ

寄
贈

　
12
月
１
日
、
ホ
ク
シ
ン
道
路
株

式
会
社
か
ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
ラ
ジ

オ
42
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄

贈
さ
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
ラ
ジ
オ
は
、

災
害
時
に
避
難
所
で
活
用
し
ま
す
。

�
危
機
管
理
課

　
台
風
第
21
号
災
害
に
よ
り
被
害

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
と

の
『
災
害
に
対
す
る
相
互
支
援
に

関
す
る
協
定
』
に
基
づ
き
、
阪
神

淡
路
大
震
災
以
降
大
阪
府
内
初
の

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
赤
峰
市
民
広
場
第
３
駐
車
場
に

設
置
し
、
10
月
31
日
～
11
月
12
日

の
13
日
間
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
市
へ
入
っ

た
２
０
０
件
を
越
え
る
通
報
内
容

今
年
の
抱
負

祉
的
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
活
動
に
は
、
市
内
在
住
の
個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
青
年
団
、

各
種
団
体
、
地
元
企
業
の
方
の
み

な
ら
ず
、
近
隣
市
町
村
や
全
国
各

地
か
ら
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
阪
府
内
の
社

会
福
祉
協
議
会
や
お
お
さ
か
災
害

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
画
団
体
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ゴ
ン
を
含

め
、
延
べ
４
１
６
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
企
業
や
商
工
会
、

各
種
団
体
及
び
他
市
町
村
の
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
の
車
両
・

資
機
材
の
貸
出
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
炊
き
出
し
や
、
同
セ
ン
タ
ー

へ
の
寄
附
金
や
資
機
材
の
寄
附
な

ど
多
数
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

無
事
、
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
か
た
ち
で
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、

よ
り
一
層
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　
吉
村　
禎
二

商工会青年部による炊き出し                         三日市連合青年団・上田町若中会の若い力が大活躍  河内長野ガス株式会社による支援

　台風第 21 号の降雨により、市内各所において土砂崩れなど
の被害が発生しました。その中には、住宅内への流入など、ご
家族や地域の力のみでは対応できないケースが多くみられたこ
とから、市と社会福祉協議会が締結している協定に基づき、災
害ボランティアセンターを設置し、ボランティアの人たちの協
力により被災者への支援を行いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�危機管理課

災害ボランティアセンター活動報告
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協 働 市政と関連情報 モックル生活ガイドその他
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■
あ
す
か
て
く
る
で
で
食
卓
の
冬
支
度

　
Ｊ
Ａ
大
阪
南
の
農
産
物
直
売
所
で
は
、

今
の
時
期
は
白
菜
や
大
根
、
白
ね
ぎ
な

ど
お
鍋
の
具
材
に
ぴ
っ
た
り
な
野
菜
や
、

み
か
ん
な
ど
の
冬
の
果
物
が
た
く
さ
ん

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
あ
す
か
て
く
る
で
新
春
初
売
り
イ
ベ

ン
ト

と
き　
１
月
６
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

午
後
６
時

�
あ
す
か
て
く
る
で
河
内
長
野
店

（
☎
52
・
３
７
３
３
）

■
奥
河
内
イ
ル
ミ
ナ
ー
ジ
ュ　

～
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
～

　
３
月
４
日
㈰
ま
で
開
催
し
ま
す
。

時
間　
午
後
５
時
30
分
～
９
時
30
分

と
こ
ろ　
府
立
花
の
文
化
園

入
場
料　
中
学
生
以
上
＝
１
０
０

０
円
、
小
学
生
以
下
＝
５
０
０
円

（
３
歳
未
満
は
無
料
）

※
前
売
り
・
当
日
券
の
購
入
は
現

地
の
ほ
か
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
コ

ン
ビ
ニ
他
で
。

�
イ
ル
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
事
務
局

（
☎
06
・
６
３
３
２
・
８
５
８
７
）

■
幼
児
・
小
中
学
生
花
の
絵
画
展

　
「
花
の
文
化
園
幼
児
・
小
中
学
生

花
の
絵
画
展
」
で
入
賞
・
入
選
し

た
作
品
を
同
園
で
展
示
し
ま
す
。入

選
作
品
１
４
０
点
を
対
象
に
、
来

園
し
た
人
た
ち
の
投
票
で
花
の
文

化
園
賞
（
30
点
）
を
決
定
し
ま
す
。

と
き　
１
月
５
日
㈮
～
２
月
４
日

㈰
▽
投
票
は
１
月
21
日
㈰
ま
で

�
府
立
花
の
文
化
園

　
　
　
　
　
（
☎
63
・
８
７
３
９
）

歴史体験教室
　和柄を彫ってトートバッグ作りお片付けもできるままごと冷蔵庫ＬＯＯＰ ＴＲＥＥ スツールづくり

とき　３月11日㈰午前10時～午
後４時
定員　15人（先着順）
サイズ　高さ42㌢×横幅35㌢×
奥行き25㌢
参加費　10000円
申し込み　１月６日から電子メー
ル（kinkonkan@sinrin.org▷住所、
氏名、年齢、電話番号、催し名を
記入）で同センターへ▷電話不可
�木

き ん

根
こ ん

館
か ん

（☎64-8151）

とき　２月25日㈰午前９時30分
～午後４時
定員　12人（先着順）
サイズ　高さ60㌢×横幅30㌢
×奥行き27.5㌢
参加費　6000円
申し込み　１月５日から電話か電
子メール（kinkonkan@sinrin.org
▷住所、氏名、年齢、電話番号、
催し名を記入）で同センターへ
�木根館（☎64-8151）

　かつて紺屋（染物屋）で着物
などの模様染めに使われていた
紺屋型紙。その洒落た模様を彫
って、ステンシルをします。
とき　１月31日㈬午後１時～４時
ところ　ふるさと歴史学習館
定員　15人（先着順）
参加費　800円
申し込み　１月５日から電話で
同館へ
�ふるさと歴史学習館

（☎64-1560）

１
月
見
ご
ろ
の
花
も
お
楽
し
み
に
。

地
元
農
産
物
の
特
売

や
先
着
１
０
０
人
に

お
雑
煮
の
ふ
る
ま
い

も
あ
り
ま
す
。
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

木根館の木工教室

協
働

その他

“
え
え
と
こ
”
投
稿
で

　

  

モ
ッ
ク
ル
ぬ
い
ぐ
る
み

　

                  

プ
レ
ゼ
ン
ト

問
い
合
わ
せ　
広
報
広
聴
課

　
あ
な
た
は
、
河
内
長
野
市
の
こ
と
を
ど
れ
く
ら

い
ご
存
じ
で
す
か
。
自
然
、
歴
史
、
人
物
、
特
産

品
、
ふ
と
し
た
瞬
間
、
お
気
に
入
り
の
お
店
…
。

　
ま
ち
の
“
魅
力
”
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
褒
め

る
ほ
ど
、
こ
こ
で
の
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
を
通
じ
て
、
わ
が
ま
ち
の

魅
力
と
い
え
る
“
え
え
と
こ
”
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
１
月
５
日
㈮
～
２
月
６
日
㈫

応
募
方
法　
各
自
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
い
ず
れ
か
で
、
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
「
＃
河
内
長
野
市
」
を
付
け
て
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
▽
電
子
メ
ー
ル
（pr@

city.kaw
a

chinagano.lg.jp

）
ま
た
は
郵
送

で
の
応
募
も
可
▽
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
参
照

発
表　
モ
ッ
ク
ル
が
魅
力
発
信
の
観

点
か
ら
審
査
し
、
優
れ
た
投
稿
者
５

名
に
、
モ
ッ
ク
ル
ぬ
い
ぐ
る
み
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

ＳＮＳで♪
投稿するだけ

＃河内長野市

①補助金制度活用のための講座を受講
　補助金を希望する団体は、次の講座を受講するように
してください。
申し込み・問い合わせ　市民公益活動支援センター

「るーぷらざ」（☎ 53-8100）
■補助金制度の活用に役立つ講座
とき　２月 15 日㈭午後１時 30 分～４時　
ところ　るーぷらざ　
定員　30 人（先着順）　
申し込み　１月 22 日～２月９日にるーぷらざへ
■プレゼンテーション講座
とき　３月 14 日㈬午後１時 30 分～４時　
ところ　るーぷらざ　
定員　30 人（先着順）　
申し込み　２月 19 日～３月９日にるーぷらざへ
※るーぷらざでは申請書の書き方、添付書類などの申
請に関する相談を随時受け付けています。
②コースを選び応募
応募　２月５日～３月 23 日に自治協働課へ
※募集案内は自治協働課およびるーぷらざにて配布し
ています。
③公開プレゼンテーション（４月下旬～５月上旬に開催）
④交付決定（５月下旬に決定）
※書類とプレゼンテーションの内容に基づき審査します。

市
民
公
益
活
動
支
援
補
助
金
で

活
動
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
民
公

益
活
動
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
応
募
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
左
記
の
「
補
助
金
交
付

ま
で
の
流
れ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
初
動
支
援
コ
ー
ス

　
市
民
公
益
活
動
を
始
め
よ
う
と

す
る
団
体
（
取
り
組
ん
で
３
年
以

内
の
団
体
）
が
行
う
市
民
公
益
活

動
事
業
に
対
す
る
も
の
で
す
。

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
４
分

の
３
以
内
（
上
限
は
10
万
円
）

◎
自
主
事
業
支
援
コ
ー
ス

　
原
則
1
年
以
上
市
民
公
益
活
動

に
取
り
組
む
団
体
が
行
う
市
民
公

益
活
動
事
業
に
対
す
る
も
の
で
す
。

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
は
30
万
円
）

※
両
コ
ー
ス
と
も
交
付
決
定
以
後

に
実
施
し
、
来
年
３
月
31
日
ま
で

に
完
了
す
る
事
業
に
限
り
ま
す
。

�
自
治
協
働
課

補助金交付までの流れ

森林ボランティアトモロス　小学生の間伐体験
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高齢者 パブリックコメント

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❺
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
「
豆
ま
き
」

　
未
就
園
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

っ
て
節
分
に
ち
な
ん
だ
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
未
就
園

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
２
月
１
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午

❻
親
子
で
あ
そ
ぼ

　
親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

対
象　
平
成
28
年
４
月
２
日
～
平

成
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市
内

在
住
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
２
月
６
日
㈫
・
13
日
㈫
・

20
日
㈫
午
前
10
時
15
分
～
11
時
45

分
（
３
回
シ
リ
ー
ズ
）　

定
員　
12
組
（
抽
選
・
初
参
加
者

優
先
）

❼「
セ
レ
モ
ニ
ー
用
リ
ボ
ン
を
手

作
り
し
ま
せ
ん
か
？
」

対
象　
市
内
在
住
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者　

と
き　
１
月
22
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

定
員　
10
人
（
抽
選
）
▽
就
学
前

の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り
（
定

員
10
人
▽
抽
選
）　

材
料
費　
大
小
セ
ッ
ト
で
１
０
０

０
円　

❽
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
1
、
2

年
生
、
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者　

と
き　
１
月
30
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

定
員　
20
人
（
抽
選
）
▽
就
学
前

の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り
（
定

員
10
人
）

❾
ト
コ
ト
コ
ま
て
ま
て
交
流
会

　
ヨ
チ
ヨ
チ
タ
イ
ム
を
卒
業
し
、新

し
い
お
友
だ
ち
が
ほ
し
い
人
、
一

緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
27
年
4

月
2
日
～
平
成
28
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
1
月
18
日
㈭
10
時
30
分
～

正
午

❸
～
❾
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
１
月
14
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

③
か
み
か
み
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
１
月
12
日
㈮
、
３
月
16
日

㈮
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
離
乳
食
（
生
後
９
～
18
か

月
頃
）
の
す
す
め
方
な
ど

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

④
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　
市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
１
月
26
日
㈮
、
２
月
16
日

㈮
、３
月
９
日
㈮
午
前
９
時
40
分
～

と
こ
ろ　
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
親
世
代
と
同
居
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
現
在
、
２
～
３
世
帯
同
居

中
（
同
敷
地
内
の
住
居
も
含
む
）

で
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

と
き　
１
月
16
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❷
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
就
学
前
の
多
胎
児
と
そ
の

保
護
者
（
多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

や
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

と
き　
１
月
25
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❸
親
子
の
絆
作
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
来
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士
で

情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
10

月
１
日
～
12
月
19
日
生
ま
れ
の
第

１
子
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
２
月
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、３

月
５
日
㈪
・
12
日
㈪
午
後
１
時
～

３
時
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

❹
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

歳
６
か
月
～
２
歳
６
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
１
月
25
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時　

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
相
談

定
員　
各
６
人
（
先
着
順
）

②
～
④
の
申
し
込
み　
い
ず
れ
も

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

高
齢
者

介
護
サ
ロ
ン

■
介
護
経
験
者
か
ら
学
ぶ
介
護
の

工
夫

対
象　
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　
１
月
17
日
㈬
午
後
１
時
30

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

あ
な
た
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す

■
観
光
振
興
計
画
（
素
案
）

　
本
市
が
有
す
る
豊
か
な
自
然
や
、

多
く
の
歴
史
・
文
化
遺
産
な
ど
を

活
か
し
た
観
光
施
策
の
実
施
に
取

り
組
む
中
で
、
今
後
の
観
光
振
興

の
方
向
性
を
示
す
「
河
内
長
野
市

観
光
振
興
計
画
」
の
策
定
を
進
め

子育て 市政と関連情報 モックル生活ガイド

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
12
月
28
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（
下
図
）
か
ら
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
�
50・４
６
６
５
）

子
ど
も
の
健
康
教
室
・

相
談
い
ろ
い
ろ

①
す
く
す
く
歯
科
相
談

と
き　
１
月
９
日
㈫
、
２
月
13
日

㈫
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

内
容　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
乳
幼

児
期
の
歯
科
相
談

持
ち
物　
歯
ブ
ラ
シ

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

②
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
１
月
10
日
㈬
、
２
月
14
日

㈬
、
３
月
14
日
㈬
午
後
１
時
15
分

～
２
時
45
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
離
乳
食
（
生
後
５
～
８
か

月
ご
ろ
）
の
す
す
め
方
な
ど

定
員　
15
人
（
先
着
順
）　

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
～
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
、
自
由
に
手
に
と

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す（
貸

出
可
）。

と
き　
１
月
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・

29
日
㈪
、２
月
5
日
㈪
・
19
日
㈪
・

26
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
図
書
館

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

て
い
ま
す
。

募
集
方
法　
所
定
の
意
見
提
出
用

紙
で
１
月
５
日
～
２
月
４
日
（
当

日
消
印
有
効
）
に
産
業
観
光
課
へ

※
素
案
と
意
見
提
出
用
紙
は
、

・
情
報
セ
ン
タ
ー

・
キ
ッ
ク
ス

・
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

・
各
公
民
館

・
あ
や
た
ホ
ー
ル

・
く
す
の
か
ホ
ー
ル

・
み
の
で
ホ
ー
ル

な
ど
の
主
な
公
共
施
設
に
備
え
て

い
ま
す
（
結
果
公
表
も
同
施
設
お

よ
び
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
い

ま
す
）。
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

閲
覧
し
、
意
見
を
入
力
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
▽
意
見
に
対
す
る
個

別
対
応
は
行
い
ま
せ
ん
。

�
産
業
観
光
課

分
～
３
時

と
こ
ろ　
ふ
れ
あ
い
の
丘
（
上
田

町
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
中
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
55・

３
４
５
１
）

シ
ニ
ア
向
け 

は
じ
め
て
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

対
象　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

と
き　
１
月
24
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
24
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　
１
月
５
日
～
11
日
に

電
話
で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と 1月 15 日㈪午前 10
時～午後３時 30 分▷1 月 15 日㈪＝「けい
こ先生のリズム遊び」（午前 11時 30 分～）、
19 日㈮＝「みんなでストレッチ体操！」（午
前 11時～）▷12 月 28 日～１月３日は休み

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時～午後３時
1月 25 日㈭＝「節分豆まき」（午前 11時
～正午）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 1 月 10 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 1 月 19 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 1 月 24 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。
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洗
浄
や
貯
水
槽
の
清
掃
、
浄
水
器

の
販
売
な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
職
員

は
職
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

不
審
に
思
わ
れ
た
時
は
職
員
証
の

提
示
を
求
め
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
漏
れ
や
ト
イ
レ
の
詰

ま
り
な
ど
の
修
繕
工
事
の
際
、
必

要
の
な
い
部
分
ま
で
修
繕
を
勧
め

た
り
、
法
外
な
金
額
を
請
求
し
た

り
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
漏
れ
な
ど
緊
急
を
要
す
る
修
繕

工
事
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
場
で
す

ぐ
に
契
約
せ
ず
、
複
数
の
業
者
か

暮らし

暮
ら
し

水
道
水
を
よ
り
安
全
に

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に

　
水
道
水
は
塩
素
で
消
毒
し
て
い

ま
す
が
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
塩

素
の
成
分
が
薄
れ
て
き
ま
す
。
早

朝
や
長
期
の
旅
行
の
後
な
ど
は
、給

水
管
に
滞
留
す
る
こ
と
で
消
毒
効

果
が
薄
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ

れ
て
い
る
場
合
、
鉛
が
ご
く
わ
ず

か
な
が
ら
溶
け
出
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
通
常
の
使
用
で

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
時
間

使
用
し
な
か
っ
た
水
道
を
使
う
場

合
は
、
念
の
た
め
バ
ケ
ツ
１
杯
程

度
の
水
を
飲
み
水
以
外
の
用
途
に

お
使
い
く
だ
さ
い
。

�
水
道
課

悪
質
な
訪
問
販
売
や

修
繕
工
事
に
ご
注
意
を

　
「
こ
の
地
域
の
水
道
管
の
洗
浄

を
し
て
い
る
」
な
ど
強
引
な
勧
誘

を
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

　
市
で
は
、
敷
地
内
の
水
道
管
の

ら
見
積
も
り
を
取
る
な
ど
し
て
、
工
事

内
容
や
金
額
に
納
得
し
て
か
ら
契
約
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
悪
質
な
事
業

者
に
つ
け
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
漏
水
修
繕
が
で
き
る
指
定
事
業
者
を

事
前
に
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

内
、
☎
53
・
６
６
２
１
）
で
調
べ
る
。

◎
水
漏
れ
な
ど
は
、
止
水
栓
を
閉
め
る

こ
と
で
一
時
的
に
対
応
で
き
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
普
段
か
ら
止
水
栓
の
位
置

を
確
認
す
る
。

◎
業
者
に
依
頼
す
る
時
は
、
修
理
前
に

見
積
も
り
を
取
る
。

�
水
道
課

障がい者自立更生等厚生労働大臣表彰
　12月５日に、竹

たけ

川
がわ

康
やす

文
ふみ

さんが厚生労働大臣表彰を
受賞されました。この表彰は、長年にわたり、身体障
がい者の更生援護に尽力し、その功績が特に顕著であ
ると認められる者に対して行われるもので、竹川さん
は、障がい者福祉の推進に貢献した者として表彰を受
けました。

人権を考える市民の集い
　11月25日、ラブリーホールで「人権を考える市民の集い」
が開催され、ピアニストの清

し

水
みず

紘
ひろ

子
こ

さんが「思いやりの心」
をテーマに講演しました。目が不自由になりながらも、家
族や友人に支えられながら音楽活動ができる喜びを話され
ました。また、ピアノによる演奏も行われ、会場に集まっ
た人たちは熱心に聞き入っていました。

大阪選抜女子野球チームで活躍
　８月に埼玉県で開催された「ＮＰＢガールズトーナメ
ント2017」に大阪選抜女子チームの選手として出場し3
位の成績を収めた、下

しも

村
むら

穏
の

空
ん

さん（写真左）と和
わ

田
だ

怜
れい

良
ら

さん（写真右）が、11月24日、市役所で島田市長に結
果を報告しました。市長からお祝いの言葉を贈られると、
今後も野球を続けたいと笑顔で答えていました。

　市民一人ひとりに環境への関心を高めてもらおうと毎年行わ
れている「きれいなまちをつくろう!! はがき絵コンクール」（河
川を美しくする市民の会、河内長野市自然環境保護協議会、エ
コライフかわちながの主催）。今年は5741点の応募があり、最
優秀賞に西

にし

岡
おか

悠
ゆう

真
ま

さん（長野小６年）の作品（写真左）が選ばれ、
50点が入賞しました。その他の主な入賞者は次のとおりです（敬
称略）。なお、入賞作品は３月中旬に市役所で展示します。
◉河川を美しくする市民の会会長賞＝小

お

野
の

凜
りん

（天見小３年）
◉河内長野市自然環境保護協議会会長賞＝依

より

岡
おか

洸
こう

佑
すけ

（東中２年）
◉エコライフかわちながの会長賞＝大

おお

崎
さき

望
も

花
か

（小山田小５年）
� 環境政策課

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所（上原西町２-28） 月～金曜日
（祝休日・年末年始を除く）衛生処理場（高向 2092）

★回収時間は資源選別作業所が午後１時～３時▷衛生処
理場が午前 10 時～正午▷もったいない市会場でも回収
を実施します。

★陶磁器製・ガラス製食器以外は回収できません▷洗っ
てからの持ち込みにご協力を。

■もったいない市を開催
回収した食器で食器市を開催します。気に入った食器が
あれば、無料でお持ち帰りいただけます。
とき　1 月 25 日㈭午前 10 時～午後１時
ところ　市役所　

◉子ども服（70 ～ 150 ㌢㍍）・靴の回収
ところ とき

環境衛生課
月～金曜日

午前９時～午後５時 30 分
（祝休日・年末年始を除く）

あいっく
土日祝日

午前 10 時～午後５時 30 分
（年末年始を除く）

★持ち込みできるもの　Ｔシャツ、トレーナー、ズボン、ス
カート、子ども靴（新品・きれいなもの）など

★持ち込みできないもの　破れ、シミ、汚れのあるもの、
肌着、下着、おむつなど（新品のみ可）

★洗ってからの持ち込みにご協力を▷市ホームページも
ご参照ください。

市議会議員一般選挙
～4月22日㈰に投・開票～

　今年４月に任期満了となる市議会議員一般選
挙の日程が、次のとおり決まりました。
■立候補予定者説明会
とき　２月27日㈫午後１時30分～
ところ　市役所
※立候補予定者１人につき、３人まで入場できます。
◎告示日　４月15日㈰
※立候補届出は同日午前８時30分～午後５時ま
で市役所で。
◎投票日　４月22日㈰午前７時～午後８時
◎開票　午後９時10分から市民総合体育館で
即日開票
�選挙管理委員会事務局

最優秀賞

フォト

「きれいなまちをつくろう!!はがき絵コンクール」
最優秀賞に長野小の西岡さん

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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野
市
長
賞
＝
今い

ま
山や

ま
陽ひ

な
た向

（
南
花
台

中
３
年
）、同
市
教
育
長
賞
＝
上か

み

山や
ま

悠ゆ
う

葵き

（
加
賀
田
中
３
年
）

�
税
務
課

教
育
・
文
化

就
学
・
入
学
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

対
象　
今
年
４
月
に
小
中
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
・
生
徒
（
小
学
校

＝
平
成
23
年
４
月
２
日
～
24
年
４

月
１
日
生
ま
れ
、
中
学
校
＝
平
成

17
年
４
月
２
日
～
18
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
保
護
者

※
１
月
中
に
届
か
な
い
場
合
は
連

絡
を
。

�
教
育
指
導
課

就
学
援
助
（
入
学
準
備
金
）
の

早
期
支
給
～
経
済
的
に
就
学
を

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
人
へ
～

■
新
小
学
１
年
生

対
象　
今
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
予
定
で
平
成
29
年
12
月
31

市
・
府
民
税
申
告
書
が

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
で
き
ま
す

■
「
住
民
税
試
算
シ
ス
テ
ム
」
の

ご
利
用
を

　
公
的
年
金
や
給
与
の
収
入
金
額
、

各
種
所
得
控
除
な
ど
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

市
・
府
民
税
の
試
算
と
市
・
府
民
税

の
申
告
書
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
作
成

し
た
申
告
書
は
郵
送
な
ど
で
市
へ
提

出
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。申
告
時

期
は
窓
口
や
会
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
試
算
シ
ス
テ
ム
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
本
シ
ス
テ
ム
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
左
下「
電
子
サ
ー

ビ
ス
」
欄
の
「
住
民
税
試
算
シ
ス
テ

書
類
や
前
年
分
の
申
告
書
の
控
え

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、
領

収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
を
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、ふ
る
さ
と
納
税
先

の
自
治
体
数
が
５
団
体
以
内
の
場

合
に
限
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ

た
自
治
体
に
「
寄
附
金
税
額
控
除

に
係
る
申
告
特
例
申
請
書
」
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
行
わ
な
く
て
も
寄
附
金

控
除
相
当
分
を
含
め
て
、住
民
税
か

ら
税
額
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
６
団
体
以
上
の
自
治
体

へ
寄
附
し
た
場
合
や
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
場
合
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
係
る
寄
附
金
控
除
の
額
を

記
載
し
た
確
定
申
告
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を

　
確
定
申
告
、
市
・
府
民
税
申
告

書
に
は
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
）
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
書
提
出
時
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
か
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

税
金

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
確
定
申
告
は
、す
ば
る
ホ
ー
ル
で

　
平
成
29
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
の
申

告
と
納
税
は
３
月
15
日
㈭
ま
で
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消

費
税
は
４
月
２
日
㈪
ま
で
で
す
。

　
富
田
林
税
務
署
の
確
定
申
告
会

場
は
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田
林

市
）
で
す
。
開
設
期
間
中
、
税
務

署
に
は
申
告
会
場
を
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　
２
月
16
日
㈮
～
３
月

15
日
㈭
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
申
告
書
な
ど
の
受
付
と
用
紙
の

交
付
は
午
後
５
時
ま
で
▽
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
▽
２
月
18
日

㈰
・
25
日
㈰
は
開
設
）

※
申
告
期
限
間
際
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
申
告
は
早
め
に
。

※
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
早
め
に

相
談
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
な
ど
の
還
付
申
告
書
は
１
月
か

ら
提
出
で
き
ま
す
。

※
開
設
期
間
中
で
も
完
成
し
た
申

告
書
は
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

※
税
務
署
の
閉
庁
日
に
は
税
務
署

庁
舎
入
口
の
時
間
外
収
受
箱
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
に

よ
る
送
信
の
ほ
か
、
郵
送
で
の
提

出
も
受
け
付
け
ま
す
。
必
要
書
類

の
添
付
を
忘
れ
ず
に
。

■
自
書
申
告
に
ご
協
力
を

　
申
告
会
場
で
は
、
自
分
で
申
告

書
な
ど
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、分

か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
申
告
書
は

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
ま
す
。
関
係

通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）

市
税
の
お
知
ら
せ

～
１
月
31
日
が
期
限
で
す
～

■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

　
給
与
支
払
者
が
市
町
村
へ
提
出

■
市
・
府
民
税
第
４
期
分
は
１
月

31
日
ま
で
に

　
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
最

寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
夜

間
・
休
日
で
も
取
り
扱
う
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
額
30
万

円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
ま
た
、
安

心
・
簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
償
却
資
産
の
申
告
を

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償

却
資
産
は
、土
地
・
家
屋
以
外
の
事

業
の
た
め
の
資
産
（
機
械
、
装
置
、

工
具
、
設
備
な
ど
）
で
、
税
務
会
計

上
、減
価
償
却
の
対
象
と
な
る
資
産

で
す
。こ
の
よ
う
な
償
却
資
産
を
市

内
に
所
有
す
る
事
業
者
に
は
、毎
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
所
在
地

や
種
類
、
数
量
、
取
得
時
期
な
ど

を
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。所
有
者
は
１
月
31
日
㈬

ま
で
に
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
可
▽
控
え
が
必
要
な
場
合

は
返
信
用
封
筒
・
切
手
と
申
告
書
・

明
細
書
の
コ
ピ
ー
の
同
封
を
）。

※
対
象
と
な
る
資
産
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
入
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
（
申
請
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

�
税
務
課

ム
（
申
告
書
作
成
等
）」
か
ら
ご
利

用
い
だ
だ
け
ま
す
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
告
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
告

書
を
メ
ー
ル
な
ど
で
送
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
完
成
し
た
申
告

書
は
、Ａ
４
用
紙
に
印
刷
し
て
税
務

課
市
民
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
源
泉
徴
収
票
や
国
民
年
金
保
険

料
の
支
払
証
明
書
な
ど
、添
付
資
料

も
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▽
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

�
税
務
課

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
税
に
つ
い
て
の
作
文

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と

国
税
庁
が
毎
年
、
中
学
生
か
ら
募

集
し
て
い
る
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」。今
年
度
は
南
河
内
地
域
の
中

学
校
35
校
か
ら
４
２
２
７
点
の
応

募
が
あ
り
、
本
市
か
ら
は
14
人
が

入
選
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀

賞
＝
甲か

斐い

陽は
る

美み

（
南
花
台
中
３
年

）、近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

会
長
賞
＝
中な

か

島じ
ま

彩あ
や

花か

（
西
中
３
年
）、

富
田
林
税
務
署
長
賞
＝
尾お

羽ば

根ね

佳か

奈な

（
西
中
３
年
）、
同
署
管
内
租
税

教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
＝
山や

ま

口ぐ
ち

琴こ
と

葉は

（
加
賀
田
中
３
年
）、
河
内
長

日
時
点
で
市
内
に
在
住
す
る
児
童

の
保
護
者
で
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
平
成
28
年
度
ま
た
は
平
成
29
年

度
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
人

（
現
在
、生
活
保
護
法
の
適
用
に
よ

り
教
育
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
28
年
度
ま
た
は
平
成
29
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
か
均
等
割

の
み
課
税
の
人
（
譲
渡
所
得
な
ど

の
損
益
通
算
に
よ
る
場
合
は
除
く
）

③
そ
の
他
特
別
な
事
情（
災
害
、死

亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助
を

必
要
と
す
る
人

申
請　
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
は
不

可
）
と
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も

の
な
ど
を
持
っ
て
１
月
19
日
ま
で

に
教
育
総
務
課
へ

援
助
費　

４
万
６
０
０
円
程
度

（
３
月
上
旬
支
給
予
定
）

■
新
中
学
１
年
生

対
象　
平
成
30
年
２
月
１
日
時
点

で
就
学
援
助
（
準
要
保
護
）
認
定
を

受
け
て
い
る
か
、
同
年
２
月
２
日

～
３
月
31
日
ま
で
に
同
認
定
を
受

け
た
現
在
小
学
６
年
生
の
保
護
者

援
助
費　
４
万
７
４
０
０
円
程
度

（
３
月
上
旬
支
給
予
定
）

※
条
件
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
教
育
総
務
課

市販薬でも所得控除が受けやすく
～セルフメディケーション税制～

　セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）は健康診
断などを受けている人が、一部の市販薬（スイッチOTC医薬
品）を購入した際に所得控除を受けられるものです。この税制
による医療費控除額は平成29年分の確定申告から適用され、実
際に支払った対象となる医薬品などの購入費の合計額（保険金
などで補てんされる部分は除きます）
から1万２千円を差し引いた金額（控
除限度額最高８万 8千円）となりま
す。なお、従来の医療費控除との併
用はできません。
�税務課
※セルフメディケーションは世界保健機関（ＷＨＯ）で「自分自身の健康に責
任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること」と定義されています。

す
る
平
成
30
年
度
（
29
年
分
）
の

給
与
支
払
報
告
書
と
総
括
表
の
提

出
期
限
は
１
月
31
日
㈬
で
す
。

　
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
退
職

者
の
給
与
支
払
報
告
書
も
併
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
給

与
支
払
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。届

い
て
い
な
い
場
合
や
用
紙
が
足
り

な
い
場
合
は
税
務
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

税 金 教育・文化

◀
同
シ
ス
テ
ム
の
パ
ソ
コ
ン
画
面

▲共通識別マーク

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　11 月 19 日、市役所で地場産業の販売や飲食、実演
などの出店があり、商工業者が魅力をアピールしまし
た。ライブやダンス、戦隊キャラクターショー、クラ
シックカー展示なども行われ、会場は賑わいました。
　当日は肌寒い風が吹く中、多数の参加があり、「こん
な企業が市内にあったとは知らなかった」と感心する
人、「おいしいお店が見つかった」と喜ぶ人、「つまよう
じが地場産業だと思い出した」と懐かしむ人など、家
族で楽しめる多彩な催しとなりました。

　11 月 25 日と 26 日の２日間に渡り、観心寺で文化
財ライトアップが行われました。金堂（国宝）壁面を
スクリーンに見立てたライティングショーでは、楠木正
成が生きた南北朝時代の世相・風俗をモチーフに、レ
ーザー光線を駆使した幻想的な演出があったほか、同
寺の参道が美しくライトアップされました。また、和
太鼓や声

しょう

明
みょう

のステージライブ、地元の物産販売もあり、
訪れた約2500人の来場者は、幻想的に彩られた奥河
内の秋を楽しみました。

　スポーツを通じて子どもたちの交流と健全育成を
図ろうと「JC 杯小学生ドッジボール大会 2017」（（一
社）河内長野青年会議所主催）が 11 月 19 日、市民
総合体育館で開催されました。今回で 12 回目とな
る同大会には小学生の高学年 23 チームと低学年８
チームがそれぞれ予選リーグと決勝トーナメント（低
学年は決勝のみ）で、熱戦を繰り広げました。高学
年は「石仏サンダース GOD」、低学年は「トップバ
ット」がそれぞれ優勝しました。

市内の産業が勢ぞろい
商工祭 ONE LOVE フェスタ

Photo new
s kaw

achinagano

災害が起きたらどうなるの？
KI F A（ 国際交流協会）の防災 講演会

　11 月 19 日、外国人とその支援をする人などを対
象に、災害後に起こる様々な障害について考える講
演会が開催され 15カ国 25 人の参加がありました。
　当日は、株式会社 NTT ドコモから、国際交流協
会の協力で緊急速報「エリアメール ®」や「緊急地
震速報」など一目でわかるイラスト（ピクトグラム）
を導入した経緯について説明があり、日本語の不自
由な外国人に災害情報を伝える難しさを認識する機
会となりました。

31チームが熱戦を繰り広げる
J C 杯ドッジボール大会

秋の古刹、幻想的に彩る
文化財ライトアップ

まちの話題をお届けします

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

　市と医療法人錦秀会との間で締結している基本協
定に基づき、サッカーを通じたふれあいやつながり
づくりによる地域の活性化を目的として、「阪和学園 
理事長杯 U-12 サッカー大会」が 12 月９日、同学
園ノガーナ人工芝グランド（ 南花台 ）で 開催されま
した。当日は南河内地区の８チームによるトーナメ
ント戦の他、元東京ヴェルディの永井秀樹氏（ 現東
京ヴェルディユース監督兼ＧＭ補佐 ）他 元選手によ
るサッカー教室などが行われました。

寒い中でもプレーは熱く！楽しく！
阪和学園理事長杯サッカー大会


